
スチューデント・クリニシャン・プログラム(SCP)に参加しよう！ 

対象：歯学部 3 年生および歯学研究に興味のある長崎大学歯学部学生すべて  

 アメリカ歯科医師会(ADA)主催によるスチューデント・クリニシャン・プログラム(SCP)は現在，世界 34

ケ国からの代表が参加する，歯科学生による研究の実践発表プログラムです．毎年１回５月に募集

があり，８月に東京市ヶ谷の歯科医師会館で日本代表選抜大会が催されます．優勝者はアメリカフィ

ラデルフィアで開催される ADA 年次大会に招待されます．歯学部学生であることだけが参加の条件

で，これまでの参加者は各自の貴重な体験とともに，他大学関係者との交流を高く評価しています．  

 SCP は「全歯体」「ロボコン」「数学オリンピック」等に相対する「歯科研究版」といえ，歯学部学生にと

っては青春をかけるに足る貴重な体験となるでしょう．  

 

 大学院へ来たれ！  

 歯学部での６年間は永い！ さらに臨床研修医として１年． 若い君たちには，歯科医師への道のり

は一見とてつもなく永く感じられるかもしれません．でも，いったん国家試験に合格し，歯科医師として

仕事を始めれば，一生（希望し，状況が許せば）歯科医師を続ける事になるのです．卒後は「特別の

スキルや哲学を持った歯科医師」として活躍したくありませんか？ 他の学部でも同じですが，特別の

スキルや哲学を身につけるには大学院に進学し，研究の実際をかいま見ることが大切です．そこに

は”Another World”が広がっています． 今，日本で早急に求められているのは，「思考する自立した

人間」だと思うのです．  

 独創的に，何かを生産する人になることは意外と難しく，大学学部までの教育において，それらに繋

がる方策を学び切るのは，多くの場合できないのが現状です．大学院で行う研究は，まさに思考し自

立した人間になるための歩みであり，若い君たちの飛躍に繋がることでしょう．そのための大学院の４

年間は永いでしょうか？ 歯学研究，生命科学研究に興味があり，意欲のある人は研究室へお越し

下さい．  

 他学部出身者も大学卒業後，２年間の研究歴（修士を含む）を有していれば入学可能です．また，

勤務しながら大学院生となる社会人大学院の制度もあります．  

[SCP および大学院に関する連絡・問い合わせ先]   

〒852-8588 長崎市坂本 1-7-1   

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

根本優子 

TEL: 095-819-7643, FAX: 095-819-7642   

e-mail: ynemoto@nagasaki-u.ac.jp  
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